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研究成果の概要（和文）：　本研究は大学体操競技選手における椎間板変性の発生因子の解明のために、脊椎の器質的
変化のうち隅角解離に着目し、椎間板変性との関連性を検討した。その結果、大学体操競技選手において、隣接する隅
角解離は椎間板変性の危険因子になり得ること、特に上位椎間板変性との強い関連性が明らかになった。以上から大学
体操競技選手における椎間板変性の新たな危険因子を提示することができた。

研究成果の概要（英文）：　In this study, we evaluated limbus vertebra (LV) as a risk factor for lumber 
disc degeneration (LDD) in Japanese collegiate gymnasts. We found that adjacent LV was associated with 
LDD and was a significant predictor of the development of LDD, particularly in the upper lumbar region, 
in Japanese collegiate gymnasts. We suggest a new risk factor of LDD in Japanese collegiate gymnasts.

研究分野：スポーツ障害
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１．研究開始当初の背景 
 腰痛はその発生頻度が極めて高いスポー
ツ損傷であり、重症度が高い場合には競技の
続行中止を余儀なくされるため、危険因子な
らびに損傷予防の理解が重要である。体操競
技選手においても腰痛の発生割合は高く、さ
らに椎間板変性や隅角解離（椎体辺縁分離）
などの脊椎の器質的変化を高頻度に認める
ことが報告されている。我々はこれまで大学
体操競技選手を対象とし、脊椎の器質的変化
と腰痛の関連性を検討した結果、椎間板変性
は腰痛の有意な危険因子であることを見出
した。 
 その椎間板変性の危険因子として、数多く
の遺伝子多型の影響が報告されている。先行
研究では COL11A1遺伝子多型を有する場合、
腰椎椎間板ヘルニアの発生リスクが1. 4倍に
なるとしている。我々はこの COL11A1遺伝
子多型に着目し、体操競技選手の脊椎の器質
的変化（椎間板変性を含む）の発生と遺伝子
多型の関連性を検討した。その結果、
COL11A1 遺伝子多型は大学体操競技選手の
椎間板変性ではなく、隅角解離の有意な危険
因子（オッズ比＝7.83，95%CI: 1.33‐46.03）
であることを明らかにしてきた。 
 以上の結果よ
り、隅角解離は
若年時に発生す
ることが報告さ
れていることか
ら、遺伝的背景
を起点とし体操
競技を行うこと
で隅角解離が発
生、さらに隅角
解離の存在が結
果的に椎間板変
性をもたらし腰
痛へと進行する
という仮説を得
るに至った（図１）。 
しかしながら、隅 
角解離から椎間板 
変性までのメカニズムは不明である。 
 そこで我々は予備的に大学体操競技選手
に頻発する椎間板変性と隅角解離の関連性
を調査したところ、約 80%が同高位で発生し
ていた。しかしサンプルサイズが十分ではな
く、椎間板変性の発生と隣接する隅角解離の
関係を詳細に検討する必要があった。以上、
我々がこれまでに得た結果および先行研究
から「体操競技選手に頻発する椎間板変性発
生は先行して発生する隣接椎体の隅角解離
が影響を及ぼしている」という仮説を得るに
いたった。 
 
２．研究の目的 
 大学体操競技選手を対象に隣接する隅角
解離が椎間板変性の発生に影響を及ぼすか
を検討するため以下の 2つを研究目的とした。 

（１）椎間板変性と隣接椎体に存在する隅角
解離の関連性を明らかにする。 
（２）短期縦断的研究により先行する隅角解
離の存在が椎間板変性を発生させるか明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
 対象者は 104名の大学体操競技選手（男性
70名、女性 34名）とした。 
 測定項目は以下のとおりである。 
（１）整形外科的メディカルチェック 
 年齢、性別、身長、体重、競技歴、練習頻
度、スポーツ整形専門医による問診（既往
歴・現病歴） 
（２）腰部のMRI撮像および評価 
 MRI T1および T2強
調矢状断像の撮像を行
い、2名のスポーツ整形
専門医により、得られた
MR 画像から椎間板変
性と隅角解離の評価を
行った。尚、本研究では
椎間板変性の分類に
Pfirrmann分類を用い、
Grade３以上を椎間板
変性有とした（図 2）。 
 
（３）統計処理 
 椎間板変性と隅角解離の関連性について
は、χ2 検定およびロジスティック回帰分析
を用いた。本研究では有意水準 5％未満を統
計的に有意とした。 
 
４．研究成果 
（１）椎間板変性と隅角解離の関連性 
 椎間板変性の発生割合は 40.4%（42/104）、
隅角解離の発生割合は 20.2%（21/104）であ
った。先行研究と同様に大学体操競技選手は
椎間板変性と隅角解離を高頻度に認めた。χ
2 検定を用いて両器質的変化の関連性を検討
したところ、有意な関連性を認めた（表１）。 
 

 
 さらにロジスティック回帰分析を行った
結果、隅角解離が椎間板変性の有意な危険因
子（オッズ比＝6.60，95%CI,2.14-20.35; 
P<.001）であることを見出した（表 2）。 
 

図１ 腰痛の発生メカニズム 

図 2 椎間板変性と隅角解離 

表 1 椎間板変性と隅角解離の関連性

表２ 隅角解離の影響 



 我々は椎間板変性と隅角解離の関連性を
詳細に検討するため、脊椎高位別（上位・下
位）に分析を行った。その結果、特に上位腰
椎に存在する隅角解離は隣接する椎間板変
性の発生に強く影響を及ぼしている可能性
が示唆された(表 3)（表 4）。 
 

 
 

 
 
（２）短期縦断的研究（既存の隅角解離と椎
間板変性の関連性） 
 
 初年度に測定を実施した被験者のうち、2
年後同一の測定が可能であった大学体操競
技選手 38 名（男子 26 名、女子 12 名）を再
度調査した。その結果、2 年間の体操競技活
動の影響により、椎間板変性を有する対象者
の割合は 44.7％（17/38）→55.3％（21/38）
と増加を認めた。一方、隅角解離の発生割合
（26.3％）に変化を認めなかった。本研究で
は新たな椎間板変性の発生箇所においては、
隣接する椎体に隅角解離を認めなかった。ま
たベースライン測定（初年度）において、す
でに隅角解離と同高位に発生していた椎間
板変性については、若干の重症度の進行を認
めた。本研究成果（１）で報告したとおり、
体操競技選手の椎間板変性の発生に隣接椎
体の隅角解離の存在が大きく影響している。
しかしながら、本研究の目的である先行する
隅角解離と同高位に新たに椎間板変性を発
生するかについては、この短期縦断的研究（2
年間）では明らかにならなかった。 
 
（３）体操競技選手における腰痛発生のメカ
ニズム（仮説） 
 
 以上、本研究において隅角解離と椎間板変
性に関連性を認めたため、体操競技選手にお
ける腰痛発生メカニズム（仮説）を提案する
ことができた（図３）。しかしながら、本研
究において体操競技選手に存在する隅角解
離および同高位の椎間板変性の多くは、本研
究の調査時（大学への入学時）にすでに存在
していることが明らかになった。体操競技選
手の腰痛を予防するためには、ジュニア世代

の選手を対象に、隅角解離や椎間板変性の発
生に関する研究が必要であると考えられる。 
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